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軽量化を進めるウォーム減速機。枠内は内部構造

　
遠
く
は
南
極
の
巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
か
ら
、
劇
場
の
ど
ん
帳
や

照
明
、
M
R
I
（
磁
気
共
鳴
画
像
）

な
ど
の
医
療
検
査
機
器
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
回
転
ず
し
の
レ
ー
ン
ま
で
。

あ
ら
ゆ
る
「
物
を
動
か
す
場
所
」
で

モ
ー
タ
ー
と
共
に
使
わ
れ
る
「
変
減

速
機
」
を
作
っ
て
50
年
余
り
。「
株
式

会
社
マ
キ
シ
ン
コ
ー
」
は
全
国
に
営

業
所
を
持
ち
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
名
張
工
場
は

1
9
6
9（
昭
和
44
）年
に
建
設
さ
れ
、

製
品
の
開
発
か
ら
製
造
ま
で
を
担
う
、

同
社
の
メ
イ
ン
工
場
だ
。

　
変
減
速
機
と
は
、
モ
ー
タ
ー
が
一

律
に
生
み
出
す
高
速
回
転
の
動
力
を

受
け
て
、
用
途
に
適
し
た
速
度
・
馬

力
に
変
換
す
る
、
い
わ
ば
モ
ー
タ
ー

の
〝
女
房
役
〞
だ
。
同
工
場
の
主
流

製
品
は
、ネ
ジ
状
の
歯
車（
ウ
ォ
ー
ム
）

を
使
っ
た
「
ウ
ォ
ー
ム
減
速
機
」。
重

さ
１
㌔
の
軽
量
タ
イ
プ
か
ら
１
㌧
以

上
の
も
の
ま
で
数
千
種
類
を
製
作
し

　
大
型
製
品
の
受
注
か
ら

製
造
工
程
を
経
て
完
成
ま

で
、全
て
を
調
整
す
る
業
務

係
の
長
で
あ
る
土
谷（
つ
ち

た
に
）さ
ん（
64
）。名
張
工

場
に
勤
め
て
25
年
の
ベ
テ

ラ
ン
だ
。「
材
料
の
仕
入
れ

も
、納
期
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
に
各
部
署
に
指
示
を

出
す
の
も
私
。現
場
の
従
業

員
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

で
き
る
仕
事
で
す
」と
笑
顔

で
話
す
。

　
同
工
場
の
社
員
1
4
0

　会社ウォッチング

今回の会社は……株式会社マキシンコー

人
中
、女
性
は
12
人
と
1
割

ほ
ど
。そ
ん
な
中
、「
60
歳
を

過
ぎ
て
の
昇
進
も
あ
り
、女

性
も
活
躍
で
き
る
会
社
だ

と
思
い
ま
す
。他
の
女
性
も

後
に
続
い
て
く
れ
た
ら
」と

期
待
を
込
め
た
。

●株式会社マキシンコー●
本社／大阪市中央区谷町 7丁目 3-4-206
名張工場／名張市夏見 2832
http://www.makishinko.co.jp/

協
力
し
あ
っ
て

　
　
　
良
い
も
の
を

同社名張工場＝名張市夏見

「縁の下の力持ち」
　　　　　作って半世紀

て
い
る
。

　
「
内
部
は
二

つ
の
歯
車
の
組

み
合
わ
せ
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な

構
造
で
、
歯
車

同
士
の〝
歯
当

た
り
〞
が
命
」
と
い
う
製
品
た
ち
。
歯

車
が
少
し
で
も
ず
れ
る
と
異
音
が
し

た
り
、
摩
耗
し
た
り
す
る
そ
う
。「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
で
は
人
の
命
も
預

か
る
重
要
な
装
置
で
す
。
厳
し
い
検

査
を
行
い
、
高
品
質
の
も
の
を
提
供

し
て
い
ま
す
」
と
現
場
の
使
命
感
も

高
い
。

　
歯
車
は
鋼
鉄
や
銅
製
で
、製
品
の
重

さ
が
特
徴
で
も
あ
る
中
、ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
軽
量
化
に
努
め
、「
ま
だ
ま
だ
軽

く
し
て
い
き
た
い
」
と
進
化
中
。
綿
密

な
機
械
デ
ー
タ
と
熟
練
し
た
人
の
手
が

作
り
出
す
マ
キ
シ
ン
コ
ー
の
精
巧
な
製

品
は
、見
え
な
い
と
こ
ろ
で
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
続
け
て
い
る
。〈
P
R
〉

製
造
課 

業
務
係
　
係
長

　
土
谷 

啓
子
さ
ん

夢
か
な
え
た「
私
の
城
」

夢
か
な
え
た「
私
の
城
」

行
っ
て
み
よ
う

　    

こ
の
お
店

地
域
の
お
店
紹
介 

Vol. 

17

　
手
づ
く
り
の
温
か
み
に
包

ま
れ
た
、
小
さ
な
空
間
―
―
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
店

「
レ
カ
ン
」
は
、
伊
賀
鉄
道

の
上
野
市
駅
前
、
商
店
街
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
新
天

地otonari

（
お
と
な
り
）」

の
中
に
あ
る
。
店
主
は
手
作

り
作
家
の
永
見
亜
希
さ
ん

（
36
）。
以
前
n
a
v
a
に
登

場
し
た
時
の
「
い
つ
か
自
分

の
店
を
持
ち
た
い
」
と
い
う

夢
を
か
な
え
た
。

　
2
0
1
3
年
の
秋
に
オ
ー

プ
ン
し
た
店
に
は
、
自
身
の

作
品
で
あ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
中
心

に
、
母
の
手
に
よ
る
編
み
小

物
や
、
こ
だ
わ
り
の
雑
貨
が

い
っ
ぱ
い
。
人
気
の
マ
ス
キ

ン
グ
テ
ー
プ
は
「
伊
賀
で
は

一
番
の
品
ぞ
ろ
え
か
な
」。

　
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
は
、

落
款
（
ら
っ
か
ん
）
な
ど
の

注
文
制
作
が
人
気
だ
そ
う
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
は
「
お
め
で
と
う
」
他
、

選
べ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
押
印

な
ど
、
は
ん
こ
作
家
な
ら
で

は
の
サ
ー
ビ
ス
も
。

　
永
見
さ
ん
は
「『
お
と
な

り
』
に
は
カ
フ
ェ
や
美
容
院

も
あ
っ
て
、
私
も
利
用
し
て

い
ま
す
。
商
店
街
や
地
域
が

盛
り
上
が
っ
て
、
お
客
さ
ん

が
増
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

【TEL】080-2658-8309
【所在地】伊賀市上野丸之内
　　　　　　　新天地otonariF棟
【営業日時】火・木 11:00～17:00
　　　　　土・日 11：00～18：00

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
永
見
さ
ん
。「
少
な
い
お

小
遣
い
で
も
オ
シ
ャ
レ
を
楽
し
ん
で
」と
、
値
段
設

定
は
財
布
に
優
し
い

センスが光る人気商品たち

L
’e
c
rin

（
レ
カ
ン
）

L
’e
c
rin

（
レ
カ
ン
）

´́
FMなばりナビゲーターの田口知恵子が、日々の暮らしの中で出
会った小さな発見や大きな感動をご紹介していくコーナーです。

田口知恵子の 

小さな気づき・大きなうなずき
田口知恵子の 

小さな気づき・大きなうなずき Vol.17

誰も盗めない財産
　考えてみたら、昔からボイストレーニングやダンスといった習い事や劇団の
養成所などの授業料にずいぶんお金を使ってきました。目標があって、それに向
けて自己改革をしたくてお金も時間も費やしましたが、結局プロの役者になり
たいというその目標は、達成できませんでした。
　では、費やしたものが無駄だったかというとそうではなくて、今に生かされて
いるなあと思うことが多いです。確かに今、私はラジオでしゃべる仕事や司会
業、こうやって文章を書く仕事をしているので、当たらずといえども遠からず
で、近い事をやっているからとも思えますが、もし全く違う職種に進んでいたと
しても、きっと過去に努力して身に付けたものは役に立っただろうと思います。
今となっては、使ったお金は無駄遣いじゃなく自分への「投資」だったと実感し
ています。
　「投資」というと、株とか金とか？　換金性の高いものを想像しますが、自分を
磨く投資ほど良いものはないと思います。もちろん換金性は低いのですが、一番
良いのは、たとえ家が丸焼けになっても、自分さえ無事なら絶対に無くならない
ところ、誰も盗むことができないところです。それどころか、学んだことを人に
教えたりして分け与えると、さらに学ぶことがあって知識や技術が向上したり、
もしかしたらそれが仕事になったりと、増える
ことはあっても減ることはありません。
　身に付けたことほど強いものはない。そう考
えると、現在自分が置かれている状況、大変な
こと、乗り越えがたい壁、苦手なものや人。それ
ら全てが自分に何かを身に付けさせるために
あるように思えます。お得話が好きな私。「これ
は投資」と思えば何でも来いです。

こ
の
壁
超
え
れ
ば

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

作業棟の一角にある事務所
で、社内外の調整に奔走する
土谷さん



nava7

コミュニティFM「FMなばり(通
称：なばステ)」に出演したゲスト
や、ラジオで紹介したお店などの
情報をお届けします。

メッセージ・リクエスト
お待ちしてます!!

FAX:62-0835

1月24日（土）  
18:00～ 他
（１５分番組）

『伊賀風土記』
伊賀の地名・歴史をひも解く

～ 伊賀市法花 ～

少年少女スポーツチームを紹介

◆ FMなばりで放送中の『全力！少年少女』に登場した
チームを紹介します。

★★

に
同
行
し
て
、
そ
の

地
域
の
歴
史
や
由
来

を
探
っ
て
い
る
、
1

月
の
「
伊
賀
風
土
記
」。

雨
乞
い
な
ど
の
神
事

の
場
所
で
あ
り
な
が

ら
、
独
特
の
地
形
で

地
震
の
記
憶
を
残
す

山
や
、
武
将
の
名
が

残
る
塚

―
。
後
半

は
、
伊
賀
市
西
部
の

「
法
花（
ほ
っ
け
）」
を

調
査
し
、
地
域
の
歴

史
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

　
法
花
地
区
は
、
1

月
前
半
の
放
送
で
お

届
け
し
た
、「
大
野
木

（
お
お
の
ぎ
）」
か
ら

さ
ら
に
西
側
、
奈
良

市
月
ヶ
瀬
に
接
す
る

地
域
。「
花
之
木
断
層
」

と
呼
ば
れ
る
活
断
層

が
あ
り
、
そ
こ
は
、
1

8
5
4（
安
政
元
）
年

6
月
に
発
生
し
た
「
安

政
伊
賀
上
野
地
震
」

の
震
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
断
層
近
く
、

　
平
家
物
語
に
よ
る

と
、
兼
平
は
頼
朝
軍

に
追
わ
れ
、「
粟
津
の

原
（
滋
賀
県
大
津
市
）」

で
討
ち
死
に
し
た
義

仲
の
後
を
追
い
、
自

害
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
は
一
体
な

ぜ
、
伊
賀
の
地
に
供

養
の
塚
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
兼
平

と
伊
賀
と
の
関
わ
り

と
は
―
？
　

　
研
究
会
の
皆
さ
ん

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
か
ら
、
法
花
地
区

の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

「Let's enjoy play」。この合言葉どおり、子どもたちの笑
顔があふれる野球チーム「つつじが丘キャラクターズキッズ」。
小学生の男女メンバー 8 人が、和気あいあいと練習を楽しん
でいます。
　チームは今年で結成 3 年目。子どもたちが野球を楽しめる
場所が欲しいという保護者らの希望で誕生したそうです。
　練習では、少ない人数を感じさせないくらい、声が大きく
て元気いっぱい。副キャプテンの濱室立希 ( はまむろ りき )
君は「野球が大好き。これからもずっと続けていきたい。い
ろんな大会へみんなで一緒に出ることが目標」と話してくれ
ました。

に
つ
い
て
の
一
考
察
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

地
元
の
文
化
遺
産
に

つ
い
て
研
究
。
高
い

評
価
を
得
た
そ
う
だ
。

　「
名
張
は
日
本
史
全

体
か
ら
見
て
も
非
常

に
重
要
な
場
所
。
実

は
い
ろ
ん
な〝
お
宝
〞

が
あ
る
ん
で
す
が
、

意
外
と
地
元
の
人
が

そ
の
こ
と
に
気
付
い

て
な
か
っ
た
り
す
る
。

名
張
の
人
に
こ
そ
、

も
っ
と
名
張
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に

発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

　
名
張
歴
史
読
書
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
平
成
27
年
7

月
4
日（
土
）
午
後
1

時
か
ら
、
名
張
市
松

崎
町
の
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
プ
A
D
S
ホ
ー

ル
で
「
持
統
天
皇
の

行
幸
i
n
名
墾
（
な

ば
り
）」
と
題
し
た
、

伎
楽
（
雅
楽
）
と
万

葉
歌
人
風
香
さ
ん
の

語
り
と
歌
の
催
し
が

行
わ
れ
る
。

学
科
に
入
学
し
、
歴

史
の
造
詣
を
深
め
る

中
、
名
張
歴
史
読
書

会
の
メ
ン
バ
ー
に
請

わ
れ
て
会
長
に
就
任

し
た
。

　
高
校
時
代
、
日
本

史
は
苦
手
だ
っ
た
と

い
う
高
見
さ
ん
。
し

か
し
、
就
職
し
て
か

ら
趣
味
と
し
て
始
め

た
写
真
を
き
っ
か
け

に
世
界
が
広
が
り
、

徐
々
に
歴
史
に
関
す

る
読
書
に
の
め
り
込

む
よ
う
に
。「
学
校
の

授
業
で
は
学
ば
な
い

よ
う
な
歴
史
の
深
い

話
を
知
る
機
会
が
あ

り
、
心
の
琴
線
に
触

れ
た
ん
で
す
ね
」。

　「
も
っ
と
学
び
た

い
」
と
い
う
思
い
が

抑
え
ら
れ
ず
、
ス
タ

ー
ト
し
た
大
学
生
活

は
現
在
6
年
目
。
昨

年
に
提
出
し
た
卒
業

論
文
で
は
、「
夏
見
廃

寺
塼
仏
（
せ
ん
ぶ
つ
）

も
っ
と
名
張
を

　
　
　
発
信
し
た
い

名
張
歴
史
読
書
会 

会
長
　
高
見 

省
三
さ
ん

　
い
つ
も
と
は
ス
タ

イ
ル
を
変
え
、
伊
賀

の
國
地
名
研
究
会
の

皆
さ
ん
の
歴
史
調
査

練習日時／土曜・日曜・祝日　9：00～12：00　
練習場所／つつじが丘中央グラウンド
連絡先／阿部 政敏さん　℡ ０９０-５８６０-１８８３

つつじが丘
キャラクターズキッズ

研
究
会
の
み
な
さ
ん
＝
伊
賀
市
法
花

の
應
感
神
社
に
て

の
集
落
に
は
、「
兼
平

塚
」
と
呼
ば
れ
る
小

さ
い
塚
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
塚
の
名
前

は
、　
木
曽
義
仲
（
源

義
仲
）
の
家
臣
で
、「
義

仲
四
天
王
」
の
一
人

と
い
わ
れ
た
今
井
四

郎
兼
平
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。

「
應
感（
お
う
か

ん
）
神
社
」
の

裏
手
に
あ
る

「
法
花
山
」
は
、

別
名「
竜
王
山
」

と
も
呼
ば
れ
、

竜
神
様
が
祭
ら

れ
る
祠
（
ほ
こ

ら
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
祠
で

は
、
戦
後
ま
で

雨
乞
い
な
ど
の

神
事
が
行
わ

れ
、「
竜
王
山

に
雲
が
か
か
る
と
雨

が
近
い
」
と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
と
か
。

　
ま
た
、山
頂
近
く
に

は
地
滑
り
で
で
き
た

と
い
う
階
段
状
の
地

形
「
滑
落
崖
（
か
つ

ら
く
が
い
）」
が
あ
り
、

「
開
口
ク
ラ
ッ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
幅
約
1
㍍

の
地
割
れ
の
よ
う
な

溝
も
見
ら
れ
る
な
ど
、

大
地
震
の
爪
痕
を
残

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
法
花
地
区

2月 5日（木）12:00～
「ほっと。すて～しょ～
ん83.5」内「中継でお出
かけ散歩」のコーナーに
出演予定。

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
歴

史
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
、
2
0
1
2
年
に

高
見
省
三
さ
ん
（
68
）

が
会
長
に
就
任
し

て
か
ら
は
、
外
部

か
ら
著
名
な
講
師

を
招
く
な
ど
活
発

な
活
動
を
続
け
て

い
る
。

　
1
9
7
5（
昭
和

50
）年
に
名
張
市

緑
が
丘
に
転
居
し

た
高
見
さ
ん
は
、

定
年
ま
で
大
阪
の

大
手
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
メ
ー
カ
ー
に

勤
務
。
定
年
後
、

63
歳
で
奈
良
大
学

通
信
教
育
部
の
文

学
部
文
化
財
歴
史

市
民
活
動
へ
と
受
け

継
が
れ
た
サ
ー
ク
ル
。

名
張
の
歴
史
に
関
す

る
講
座
を
は
じ
め
幅

　
約
30
年
の
歴
史
を

持
つ
「
名
張
歴
史
読

書
会
」
は
、
図
書
館

活
動
と
し
て
出
発
し
、

た
く
さ
ん
の
蔵
書
と
高
見
さ
ん
＝
名
張
市
緑
が
丘
の
自
宅
で
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